
はじめにお読みください 
 

この文章は、研究室に所属する学生が研究活動の一環として作成してくれたも

のです。研究室セミナーの時間に輪番で発表してもらい、研究に関連した事項の

基礎知識の向上をはかりました。内容・文章ともに未だ不完全なものもあります

が、2018年度に調査してくれたものを公開いたします。 

 

※学生の作成してくれたファイルをそのまま公開しております。ところどころ

誤った記述もあるため、内容については保証いたしかねます。ご注意ください。 

（2019年度以降、少しずつ改訂していく予定です。） 

 

2018 年 3月 名古屋工業大学 川崎・石井研究室 

http://kawasaki.web.nitech.ac.jp/jp/tips/index.shtml 
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【TG/DTA】 

我々の研究室では、なぜ安価なアルミ製サンプルパンではなく、高価な白金製サンプルパンを使用する

のですか？ 

 

作成日： 2018年 1月 9日 

担当者： 松下 

回答：アルミ製のサンプルパンでは融点が低いため用いることができない。 

理由：アルミ製のサンプルパンはそれ自身の融点が 660℃である。当研究室で取り扱う炭素材料の燃え始

め温度は 600℃を超えることが頻繁にあり、その場合にはサンプルパンは用いることができない。一方、

白金のパンでは融点が 1772℃のため溶けることはない。当研究室で利用している TG の装置の最高温度

で使用しても溶けることはないため白金製サンプルパンを用いている。 

 


